
ふるさとの味覚を発送

県内産きのこの出来栄えを競う

青年部月夜野支部「みなかみまごころ便」

群馬県きのこ品評会

　青年部月夜野支部は 2 月 16 日、農産物などを

詰め合わせた定期便「みなかみまごころ便」の出荷

作業をしました。青年部員 13 人が箱に地元の農産

物や加工品を入れ、発送しました。

　「みなかみまごころ便」は 38 年前に始まり、当初

は月夜野町から上京した人への贈り物で利用されて

いました。

　年 2 回、「リンゴ便」「イチゴ便」に分けて送ります。

発送したのは「イチゴ便」で、部員が育てたイチゴや

シイタケ、りんごジュース、ブルーベリージャムなど、

町の農産物や加工品をそろえました。

　来年度の申し込みは「リンゴ便」が 2024 年 10

月末まで、「イチゴ便」が同年 12 月末まで。どち

らも予約はＪＡ利根沼田みなかみ支店営農経済課

（電話：0278-62-2021）で、数量限定で予約を

受け付けています。

　1 月 23,24 日の 2 日間「第 27 回群馬県きのこ

品評会」が群馬県庁で開かれました。この品評会

はきのこの栽培技術や品質の一層の向上、きのこ

産業の振興と消費拡大を目的にしています。

　応募総数は 174 点で利根沼田管内からは 36 点

出品されました。なめこの部で沼田市の横坂未来

さん、ぶなしめじの部で片品村の星野宗一さんが

群馬県知事賞に選ばれました。その他、沼田市の

高山康雄さんがなめこの部で、小林一之さんがそ

の他の部（エリンギ）で金賞に選ばれました。

活発な意見交換が行われる
青年部とＪＡ役職員との懇談会

　2 月 14 日、ホテルベラヴィータで青年部とＪＡ役

職員の懇談会が開催されました。青年部員や常勤役員、

各部長、支店長など 45 人が集まり、ＪＡに対する要

望や提案が活発に行われました。

　青年部からは、部員への助成金申請のサポートや資

材・燃料注文のＩＴ化、ＪＡ職員の人員確保と給与体

制の提案など、16 項目の意見が提出されました。これ

らの質問や要望に対して、常勤役員と部長が丁寧に回

答し、有意義な意見交換が行われました。

　意見交換会終了後には懇親会が開催され、役職員と

青年部員が親睦を深めました。
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